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介
護
の
つ
ど
い
な
ど
に
参
加
し
て
、

当
事
者
同
士
、
思
い
を

分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
介
護
教
室
・
家
族
介

　

護
者
交
流
事
業

　

介
護
の
方
法
や
介
護
予
防
、
健

康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
し
て
い

る
方
を
一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放

す
る
と
と
も
に
、
日
帰
り
旅
行
に

よ
る
介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
、

心
身
の
元
気
の
回
復
を
支
援
し
ま

す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
助
け
合
い
な

ど
を
上
手
に
利
用
し
て
、
介
護
の

負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介

護
用
品
支
給
事
業
、
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
等
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
等
に
関
す
る
専
門
的
な

相
談
や
財
産
管
理
等
に
つ
い
て
は

左
記
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
認
知
症
等
に
関
す
る
相
談

・
兵
庫
県
但
馬
老
人
性
認
知
症
セ

ン
タ
ー
（
豊
岡
市
戸
牧
１
０
９

４
公
立
豊
岡
病
院
内
）

　

�　

－

１
０
９
０

２２

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
相
談
・
毎
月
第
２
木

曜
日
・
予
約
制
）

　

�　

－

３
６
６
２

２６

・
財
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
兵
庫
県
支
部

　

�
０
７
８－

７
４
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７
７
０
７

▽
成
年
後
見
制
度

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
や
財

産
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

【
成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
手
続

　

き
に
関
す
る
こ
と
】

・
神
戸
家
庭
裁
判
所
豊
岡
支
部　

　

�　

－

２
８
８
１

２２

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常

的
な
金
銭
管
理
、
書
類
の
管
理
が

不
安
な
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

で
す
。

【
利
用
の
問
合
せ
】

・
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
央

　

セ
ン
タ
ー
�　

－

１
３
３
３

４３

　

高
齢
者
の
介
護
･
健
康
･
福
祉

･
暮
ら
し
等
に
関
わ
る
心
配
ご
と

や
相
談
は
、
介
護
保
険
課
、
高
年

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
窓
口
の
一
覧
は
、

　

月　

日
発
行
の
市
広
報
に
掲
載

１２

２５

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

（
最
終
回
） 

シ
リ
ー
ズ
 4

「
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に
」 

　
今
回
は
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
等
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

　
先
が
見
え
な
い
の
が
、
介
護
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
「
私
が
頑
張
ら
な

く
ち
ゃ
」
と
い
う
“頑
張
る
人
”ほ
ど
、
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え
込
み
、

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
介
護
疲
れ
か

ら
、
心
な
ら
ず
も
虐
待
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
介
護
の
長

丁
場
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
専
門
家
や
地
域
の
人
、
同
じ
経
験
を

し
て
い
る
人
の
力
を
借
り
ま
し
ょ
う
。 

 

　
《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�
２４
‐２
４
０
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①
同
じ
経
験
を
持
つ
仲
間
と

　
　
　
　
　
　

交
流
し
ま
し
ょ
う

②
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

③
専
門
機
関
や
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

④
な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い

法
投
棄
は
、
年
間　

件
前
後
で
あ

２０

り
、
後
を
絶
た
な
い
の
が
実
態
で

す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
地

元
の
清
掃
活
動
等
で
回
収
し
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
到
底
人
手
だ
け

で
は
回
収
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
処
理
に
は
多
額
の
費
用
と

人
手
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
不
法

投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
等

の
設
置
や

警
察
等
と

の
連
携
を

継
続
し
つ

つ
、
新
た

に
監
視
カ

　

市
で
は
、
不
法
投

棄
監
視
カ
メ
ラ
（
以

下
、
監
視
カ
メ
ラ
）

を
導
入
し
、
不
法
投

棄
対
策
を
強
化
し
ま

す
。

　

市
で
処
理
す
る
不

メ
ラ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
法
投
棄
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

【
監
視
カ
メ
ラ
導
入
の
目
的
】

・
不
法
投
棄
の
未
然
防
止

・
行
為
の
映
像
を
撮
影
し
て
原
因

者
を
特
定
し
、
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
指
導
お
よ
び
警
察
へ

の
告
発

【
監
視
カ
メ
ラ
の
概
要
】

・
車
両
や
人
物
を
自
動
的
に
感
知

し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
撮
影
が
可

能
・
可
動
式
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
監
視
場
所
の
移
動
が
可
能

・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

電
気
が
通
っ
て
い
な
い
山
中
で

も
設
置
が
可
能

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

▲不法投棄監視カメラ

不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ 

　
　
　  

を
導
入
し
ま
す 

〜
不
法
投
棄
根
絶
に
向
け
て
対
策
を
強
化
〜 
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広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
必
要
性 

■
な
ぜ
広
域
化
す
る
の
？

　

な
ぜ
ご
み
処
理
施
設
を
広
域
化

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
大

き
く
分
け
て
３
つ
。
①
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
発
生
抑
制
対
策
、
②
施
設
建

設
経
費
と
運
転
経
費
の
低
減
、
③

エ
ネ
ル
ギ
ー（
熱
）回
収
効
率
の
向

上
（
環
境
負
荷
の
低
減
）
で
す
。

　
　

年
ほ
ど
前
、
大
阪
府
能
勢
町

１０
で
ご
み
処
理
施
設
か
ら
高
濃
度
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
、
日
本

中
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
を
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
最
優
先
す
べ
き
こ
と
は

「
健
康
被
害
を
出
さ
な
い
」
こ
と

で
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
、「
ご
み
処
理
施

設
が
大
型
施
設
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、

計
画
し
て
い
る
広
域
施
設
の
焼
却

炉
は
、
ご
み
ベ
ー
ス
で
１
日
当
た

り
１
５
７
ト
ン
の
規
模
で
、
北
但

の
現
施
設
３
カ
所
の
合
計
１
９
８

ト
ン
を　

％
縮
小
し
た
規
模
と
な

２０

り
ま
す
か
ら
、「
大
型
化
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
新
た
な
広
域
ご
み
処
理

施
設
な
ど
必
要
な
い
。
今
あ
る
施

設
を
使
い
続
け
て
、
古
く
な
っ
て

も
直
せ
ば
い
つ
ま
で
も
使
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
話
も
聞
き

ま
す
が
、
こ
れ
は
性
能
保
証
の
限

界
を
無
視
し
た
話
で
す
の
で
、
論

外
で
し
ょ
う
。

　

ご
み
処
理
施
設
は
、
余
裕
を

持
っ
て
安
全
・
確
実
に
処
理
で
き

る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

能
力
不
足
の
施
設
で
い
つ
も
フ
ル

回
転
の
施
設
で
は
、
安
心
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
北
但
行
政
事
務
組
合
で

は
、
学
識
者
や
市
民
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
候

補
地
選
定

委
員
会
に

よ
り
候
補

地
の
選
定

作
業
が
行

わ
れ
、
新

し
い
候
補

地
が
決
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
が
順
調
に
進
む
と
、
平
成

　

年
度
に
最
終
的
な
焼
却
炉
の
規

２１模
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
当
然
、
ご
み
量
の
将
来
予
測

も
精
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
将
来

に
向
け
て
ど
れ
だ
け
減
量
で
き
る

か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

■
そ
れ
で
も

　
　
　
「
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

市
で
は
、
ご
み
量
最
多
の
平
成

　

年
度
を
基
準
に
、
年
間　

％
削

１２

２０

減
を
目
指
し
て
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
ご
み

減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
結

果
、
平
成　

年
度
で　

％
強
の
減

１９

２０

量
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
」は
今
す
ぐ
ゼ
ロ
に
な
り

ま
せ
ん
。
ご
み
減
量
の
取
組
み
は

引
き
続
き
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
を
基
本
に
、
広
域
ご

み
・
汚
泥
処
理
施
設
は
適
正
規 

模
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
ご
み
は
減
量
し
、
同
時
に
資
源

化
率
を
高
め
る
」
こ
れ
が
目
指
す

べ
き
方
向
で
す
。
ご
み
問
題
は
そ

の
ま
ま
地
球
温
暖
化
問
題
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。《
問
合
せ
》生
活
環
境
課

より良い環境を次の世代へ 

▲コウノトリの自然放鳥（平成１９年 
　９月、城崎町楽々浦)

３ 環境基本計画 
　環境行動をするときの考え方は、次の３つとしました。この基本理念 
をすべての環境行動の基礎にして、市民や事業者の皆さんと市が、それ 
ぞれに、また、相互に協力しながら、環境を良くする行動の輪を広げて 
いきましょう。 
　なお、計画書は、コウノトリ共生課および図書館本館、各分館で閲覧 
できるほか、市ホームページでもご覧いただけます。 

《問合せ》コウノトリ共生課 

①豊岡に住み、豊岡を訪れるすべて 
　の者が当たり前のこととして、人 
　とコウノトリが共に生きるまちに 
　ふさわしい行動をとります。 
　コウノトリを人里に戻すということは、
日々の暮らしの中で人とコウノトリが
お互いに認め合うことです。すべての
市民が当たり前のこととして（無意識に、
普通に）人とコウノトリが共に生きる
まちにふさわしい環境行動をとってほ
しいという願いを込めました。 

②良好な環境は先人から 
　受け継いだものである 
　ことを認識し、次の世 
　代に引き継ぎます。 
　先人が、長い年月をかけ
て築いてきた今の環境を受
け継いだ私たちには、その
環境をより良い環境にして
次の世代の子どもたちにつ
ないでいく責任があります。 

③地域ごとに異なる環境 
　に応じ、地域の個性を 
　生かして取り組みます。 

　合併により広大になった
市域に、地域ごとに異なる
地形、自然、風土、生業が
あります。それぞれの地域
が誇りうる宝物を大切にし、
それを生かした取組みを進
めます。 

なりわい 

「基本理念」 

分ければ資源 マイバッグでごみ減量


